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授業テーマ 日本における土器の考古科学研究

目的と概要
世界中で日本ほど土器を多く発掘した国はない。考古遺物を通して過去を再現しようとすると、日本では土器
の考古科学研究は重要である。日本における土器の考古科学研究の実状を講義する。併せて、今後の日本
考古学の将来を考える。

成績評価法 数回にわたるレポ－トを通して成績を評価する。

テキスト 使用しません。講義の都度、資料を配布します。

参考書 必要に応じて紹介します。

履修に
当たっての
注意・助言

配布する資料をよく検討すること。さらに、幾つかの参考書を読む事。

講義計画

第１回　　日本産土器の系譜
第２回　　岩石、粘土、やきもの、土器
第３回　　蛍光Ｘ線分析
第４回　　地域差を示す元素の発見
第５回　　ビ－チサンドの分析化学的研究
第６回　　花崗岩類の分析化学的研究
第７回　　窯跡出土須恵器の分析化学的研究
第８回　　５世紀代の須恵器の産地問題
第９回　　倭の五王と須恵器生産
第１０回　河内の土木工事と須恵器生産
第１１回　埴輪の胎土研究（１）
第１２回　埴輪の胎土研究（２）
第１３回　律令体制下の須恵器の生産と供給
第１４回　北限と南限の須恵器の生産と供給
第１５階　まとめ
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